
○放課後のこどもの過ごし方に関する保護者アンケート 

 

実施主体：こども家庭庁成育局成育環境課健全育成係 

調査対象：放課後児童クラブを利用希望しているが待機となっている児童の保護者 

調査時点：令和７年７月 1日現在 

調査期間：令和７年７月 1日～７月 22日 

調査方法：待機児童が発生している市区町村を経由し、待機児童の保護者に周知。 

保護者が直接オンラインフォームに入力する方法。 

 

回収結果：回答数 1,865件 

 

集計結果： 

 

質問１．お住まいの都道府県  (※待機児童がいない青森県、福井県は除外) 

   

都道府県名 回答数 回答割合 

01_北海道 58 3.1% 

03_岩手県 69 3.7% 

04_宮城県 16 0.9% 

05_秋田県 12 0.6% 

07_福島県 28 1.5% 

08_茨城県 6 0.3% 

11_埼玉県 125 6.7% 

12_千葉県 239 12.8% 

13_東京都 101 5.4% 

14_神奈川県 2 0.1% 

16_富山県 29 1.6% 

20_長野県 5 0.3% 

21_岐阜県 33 1.8% 

22_静岡県 134 7.2% 

23_愛知県 64 3.4% 

27_大阪府 23 1.2% 

28_兵庫県 466 25.0% 

29_奈良県 15 0.8% 

都道府県名 回答数 回答割合 

30_和歌山県 3 0.2% 

31_鳥取県 4 0.2% 

32_島根県 5 0.3% 

33_岡山県 80 4.3% 

34_広島県 14 0.8% 

35_山口県 44 2.4% 

36_徳島県 1 0.1% 

38_愛媛県 6 0.3% 

39_高知県 15 0.8% 

40_福岡県 21 1.1% 

41_佐賀県 40 2.1% 

42_長崎県 7 0.4% 

43_熊本県 10 0.5% 

44_大分県 10 0.5% 

45_宮崎県 93 5.0% 

46_鹿児島県 1 0.1% 

47_沖縄県 86 4.6% 

総計 1,865 100.0% 

                               



質問２．お住まいの自治体の規模 

 

 

質問 3．待機になっているこどもの学年（複数回答） 

 

 

質問４．放課後児童クラブを利用できた場合、週に何日利用を希望するか。 
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質問５．待機になっているこどもの過ごし方（複数回答） 

 

 

質問６．（上記のうち）主な過ごし方 

 

 

質問７．待機になったことで保護者の生活に変化がありましたか 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 回答割合
放課後子供教室の利用 220 7.6%
児童館の利用 171 5.9%
その他行政が提供している事業や施設で過ごしている 97 3.3%
自宅で過ごしている（留守番） 1,399 48.1%
祖父母宅等の親類宅で過ごしている 259 8.9%
ファミリー・サポート・センターの利用 11 0.4%
塾、習い事 473 16.3%
いわゆる民間学童 118 4.1%
その他 160 5.5%

回答数 回答割合

放課後子供教室の利用 119 6.4%

児童館の利用 84 4.5%

その他行政が提供している事業や施設で過ごしている 69 3.7%

自宅で過ごしている（留守番） 1,191 63.9%

祖父母宅等の親類宅（祖父母が親に代わり見ているものを含む） 118 6.3%

ファミリー・サポート・センターの利用 4 0.2%

塾・習い事 77 4.1%

いわゆる民間学童 82 4.4%

その他 121 6.5%

はい, 1099, 

59%

いいえ, 766, 

41%



質問８．（変化があった場合）具体的な内容 

 

 

質問９．現在待機となっていますが、今後のご意向 
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申請を出さない） 429

その他 72



質問 10．放課後児童クラブ等の施策に関する意見 

【施設・受け入れ体制】 

利用できる児童クラブが少ないと感じている。（約 180件） 

夏休みなど長期休みだけでも利用できる場所が欲しい。（約 160件） 

定員が少なすぎて入れない。（約 120件） 

空き教室の開放をもっと積極的にやったらいい。（約 40件） 

児童館や公共施設の活用で待機児童対策をしてほしい。 （約 30件） 

 

【利用条件・選考基準】 

希望者全員が入れるようにしてほしい。（約 90件） 

点数制や選考基準が不明瞭で納得できない。（約 60件） 

低学年優先は理解できるが、柔軟な対応を望む。（約 40件） 

申請しても待機のまま連絡がない。（約 30件） 

きょうだいがいても一緒に入れない。（約 20件） 

 

【料金・補助】 

民間学童の補助金制度を希望する。（約 70件） 

料金が高くて家計に負担。（約 60件） 

有料でもいいので長期休みだけでも預かってほしい。（約 40件） 

 

【安全・安心】 

夏休みなど長期休みは一人で家にいるのが不安。（約 100件） 

留守番中の事故や不審者が心配。（約 90件） 

大人の見守りがある施設が増えると安心。（約 60件） 

児童クラブの先生方が親切で安心して預けられる。（約 30件） 

 

【職員・運営】 

職員の人数が足りない。（約 80件） 

職員の待遇改善を望む。（約 60件） 

職員の質や対応に不満。（約 30件） 

職員の方々に感謝している。（約 20件） 

 

【その他（自由記述）】 

地域差や不公平感が強い。（約 60件） 

行政の対応が遅い・不信感がある。（約 50件） 

地域の協力体制に感謝。 （約 10件） 

  

※自由記述の集計には生成 AIによる作業補助を行った。生成 AI使用時には個人情報は全て削除した上で作業を行った。 


